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○ 日本の人口は、戦後の一時期を除き一貫して増加を続けてきましたが、高度成長期以降、家族形態の変化

や晩婚化等により少産化が進み、２００８年をピークに減少に転じており、２０１２年１０月１日現在では、１億２，７５１

万人となっています。

○ 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計（２０１２年・中位推計）によると、２０２５年には１億２，０６６万人に、

２０４０年には１億７２８万人になるものと見込まれています。

○ 合計特殊出生率は、第二次ベビーブーム以降、低下傾向が続いており、２００８年以降、持ち直しの動きが見

られるものの、２０１１年は１．３７と人口置換水準（≒２．０７）を大きく下回っています。

○ 高齢者の割合は、年々上昇し２００５年には２０％を超え、２０１０年１０月１日現在では、２３．０％となっています。

今後とも増加が進み、２０２５年には３０．３％、２０３５年には３３．４％になるものと見込まれ、世界的にも例を見ない

スピードで人口減少と少子高齢化が進行するものと予測されています。
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障・人口問題研究所「日本の将
来推計人口（平成２４年１月推
計）」

１ 我が国における人口減少の急激な進行
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２ 秋田県の人口の推移と推計

○ 秋田県の人口は、昭和３１年の１３５万６千人をピークに、昭和５６年からは減少の一途をたどり、平成１２年以

降の年平均減少率は１％を超え、全国で最大のペースで人口減少が進んでいます。

○ 平成２２年１０月１日現在の秋田県人口は、１０８万６千人となっています。

○ 国立社会保障・人口問題研究所の推計（平成２５年３月）によると、平成３２年までには１００万人を割り込み、

平成４２年には８３万人、平成５２年には７０万人を切るものと予測されています。
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資料：日本の将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）H24.1



2013/10/17

5

○ 本県では、自然動態、社会動態とも減少している状況ですが、特に自然減が大きく拡大す

る傾向にあり、平成２４年の自然減は８，２９３人、社会減は３，６２２人となっています。自然減

が大きく増加している要因として、高齢人口の増加に伴う死亡者数の増加に加え、若者の

転出や晩婚化、女性が子どもを産む数の減少に伴う出生数の低下があげられます。

人口動態指標の状況（平成24年）

合計特殊出生率 婚姻率

順位 県名 率 順位 県名 率

1 沖縄 1.90 1 東京 6.9

2 島根 1.68 2 沖縄 6.3

3 宮崎 1.6７ 3 愛知 5.9

24 岩手 1.44 7 宮城 5.3

24 山形 1.44 28 福島 4.7

33 福島 1.41 43 青森 4.3

37 秋田 1.37 43 岩手 4.3

38 青森 1.36 43 山形 4.3

41 宮城 1.30 47 秋田 3.8

45 北海道 1.26

46 京都 1.23

47 東京 1.09
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資料：総務省10月1日現在推計人口（H23以前）、秋田県の人口と人口動態（H24)

（人）

（年） 資料：平成24年人口動態統計
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３ 国立社会保障・人口問題研究所の「地域別」人口推計

○ 発 表 平成２５年３月

○ 推計期間 平成２２年（２０１０）～５２年（２０４０）の３０年間（５年ごと）

○ 推計対象 全国の市区町村（ただし福島県は県単位で推計）

○ 推計方法 コーホート要因法

・「コーホート」：ある年（期間）に生まれた集団

・ある年の男女・年齢別人口を基準に、市区町村ごとに出生、死亡、移動の仮定を当ては

めて将来人口を推計

・市区町村ごとに行った推計を、平成２４年１月発表の「日本の将来推計人口（出生中

位・死亡中位仮定）」の全国人口の値に合わせて、一律に補正
※平成２４年１月の全国推計は、出生・死亡のそれぞれで高位・中位・低位の３ケースで実施。

※都道府県計は市町村の値の積み上げ

・移動の仮定は、市区町村ごとに平成１７～２２年に観察されたものをもとにしている。



2013/10/17

7

○ 同推計によると、平成５２年の本県の年少人口は５万８千人で県内総人口に占める割合は８．３％、同年の

生産年齢人口は、３３万５千人で４７．９％と減少し、いずれの割合も全国最低と予測される一方で、同年の

６５歳以上人口は、３０万６千人に減少するものの、その割合は全国最多の４３．８％と予測されています。

○ 市町村別の人口増減を見ると、平成５２年には、約半数の１３市町村で人口減少率が４０％を超え、特に、

小坂町、上小阿仁村、藤里町、五城目町、の４町村では、５０％を超えるものと推計されています。また、年

齢別人口では、大潟村を除く２４市町村で、１４歳以下の年少人口が１０％を切るほか、６５歳以上の高齢者

人口は、男鹿市、上小阿仁村、藤里町、三種町、八峰町、五城目町の６市町村で５０％を超えるものと推計

されています。
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資料：日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）H25.3
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秋田県の市町村別の総人口、年齢別人口及び指数（２０１０年＝１００とした場合）
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秋田県の市町村別の年齢別人口の割合
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（１）県内総生産と県民所得

○ 県内総生産を見ると経年とともに増加していましたが、２０００年代に入り横ばい傾向にあります。

○ １９９０年代後半以降は、第一次及び第二次産業の生産額が減少し、第三次産業が増加しています。
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資料：秋田県県民経済計算（物価上昇率により補正）

４ 秋田県の経済・雇用の推移
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（２）一人当たりの県民所得

○ 平成２２年度の秋田県の一人当たりの県民所得は、２，２９１千円で全国４２位となっています。全国的に見る

と、東京都が４，３０６千円と最も高く、全国平均は、２，８７７千円となっています。
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（３）物価水準
○ 平成２４年平均消費者物価地域差指数（平均＝100）の総合指数を都道府県庁所在市別にみると、秋田市
は９７．３で、前橋市に次いで全国で２番目に低くなっている。
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（４）就業者数及び就業割合、雇用の状況

○ 本県の就業者数は人口減少とともに年々減少を続けており、平成２２年は、国勢調査ベースで５０万３千人と

なっています。また、同年の１５歳以上人口に占める就業者数の割合は、約５２％で年々比率が下がっています。

○ リーマンショック等の影響により落ち込んだ有効求人倍率は、近年回復の傾向にありますが、全国に比べると

まだ低い状況にあります。
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Ｈ１９年度 0.90 0.61 1.47 1.02
Ｈ２０年度 0.68 0.43 1.08 0.77
Ｈ２１年度 0.64 0.32 0.79 0.45
Ｈ２２年度 0.80 0.45 0.93 0.56
Ｈ２３年度 0.98 0.57 1.11 0.68
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Ｈ２４年７～９月 1.12 0.69 1.30 0.81
Ｈ２４年１０～１２月 1.12 0.70 1.33 0.82
Ｈ２５年１月 1.03 0.67 1.33 0.85
Ｈ２５年２月 1.07 0.68 1.35 0.85

新規・有効求人倍率

（年）

資料：「有効求人倍率と完全失業率の推移」
（秋田労働局）

資料：「国勢調査」（総務省）
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○ 経済活動別の就業者は、第一次産業が、約５万２千人で全就業者に占める割合が１０％、第二次産業が

約１２万９千人で２５％、第三次産業が約３４万６千人で６５％となっています。

○ 昭和５５年以降の推移を見ると、第一次産業の就業者数が１／３程度に減少しているほか、第二次産業につ

いても昭和５５年の７割程度に減少しています。その一方で、第三次産業は、サービス業の就業者数の大幅な増

加等により、１割程度増えています。
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（５）農業

○ 平成２３年の本県の農業産出額は、１，７３２億円で、前年より２３８億円増加しています。内訳は、米１，０６２億円

（61.3%）、畜産２９６億円（17.1%)、野菜２４７億円(14.3%)、果実５６億円(3.2%)で、米に大きく依存した構造となっ
ています。

○ 県内の農業就業人口は、年々減少しており、平成２２年は、７１，８０５人となっています。また、総農家数も減少し

ていますが、５ｈａ以上の大規模農家の割合が増加しています。

2058
1866 1861 1825 1849

1733
1494

1732

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H12 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

その他 畜産 果実 野菜 米

（億円）

（年）

資料：生産農業所得統計

秋田県の農業産出額の推移 経営耕地規模別販売農家数と農業就業人口の推移

（年）

資料：農林業センサス
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（６）林業
○ 平成２２年度の林業総生産額は、前年より９％増の９１億円となっています。また、１ｈａ以上の山林を所有する林

家は２７，６９７戸ありますが、その約８割が、５ｈａ以下であり、零細な所有構造になっています。

（７）水産業

○ 平成２３年の海面漁業生産量は９,４５６トンで、前年比９９％と横ばいでしたが、生産額は前年比１０２％の３７億円
となっています。また、海面漁業経営体は減少を続け、平成２０年には９６６経営体となり、最盛期であった昭和

５３年に比較すると約半数となっています。

海面漁業の漁獲量・生産額の推移 漁業種類別経営体数の推移

10793 10173 9832
11809 11436

9533 9456

39.59
43.19 43.07 42.67 40.69

36.44 37.02

20

40

60

0

5000
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15000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

総漁獲量

総生産額

（トン） （億円）

（年）

78.73 78.92 78.89

86.58

90.71

85.09
83.68

91.43

70
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85
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95

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

林業総生産額の推移

（年度）

（億円）

16725戸
60%

4687戸
17%

5214戸
19%

1071戸
4%

１～３ ３～５ ５～２０ ２０ｈａ以上

林家数
27,697戸

保有規模別林家の割合

1772 1615

1324 1267
1099

988 966

0

500

1000

1500

2000

S53 S58 S63 H5 H10 H15 H20

養殖業

その他

採貝・採藻

釣・はえ縄

定置網

さし網

底びき網

（経営体）

（年）
資料：海面漁業・養殖業生産統計（農林水産省）

資料：秋田県県民経済計算
資料：農林業センサス

資料：海面漁業・養殖業生産統計（農林水産省）
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（８）医療・介護

○ 地域医療を支える医師については、増加傾向にありますが、全国平均を下回り、依然として医師総数の不足が

続いています。

○ 要支援・要介護認定を受けた者は、介護保険開始時よりも約２．３倍に増加しています。

また、高齢者がいる世帯の割合が、５３．１％と全国平均を大きく上回っており、高齢者のひとり暮らし（単身世帯）

や高齢者夫婦世帯の割合が年々増加しています。
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10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19H20 H21 H22H23H24

要支援・要介護者数の推移
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要介護３

要介護２

要介護１

要支援１

（人）

資料：介護保険事業状況報告

（年度）
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資料：医務薬事課調べ

（人）
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（９）教育・人づくり

○ 学校数、児童・生徒数は減少を続けており、特に小学生数及び小学校数の減少が顕著となっています。

○ 平成１９年度から始まった全国学力・学習調査（平成２３年度は震災の影響により中止）では、秋田県の子どもは、

６回連続全国トップレベルの結果となっています。

○ 少子化を背景に大学・短大への進学者数が減少傾向にあり、本県の県内高卒者の大学及び短大への進学率は

平成２５年度では４３．８％となっています。
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資料：「学校統計一覧」
秋田県教育委員会

資料：「学校統計一覧」
秋田県教育委員会 資料：「秋田県高等学校卒業者の進路状況調査」秋田県教育庁

高校教育課、「学校基本調査結果報告書」秋田県調査統計課


